
こんなお悩みはありませんか？

１）ラインの設備器、何十年も使用しているが大丈夫だろうか？

２）定期的にメンテナンスは行っているが、突然止まることはないだろうか？

３）インバータを導入して省エネを図っているが、設備器自身に無理がかかっているのでは？

４）水中ポンプや、高所に設置しているファン装置などメンテナンス作業が大変？

５）ラインなどの設備器を止めて診断するのは、現実的にムリ。

こんな時は、日本メカトロンの「高調波診断器：KSシリーズ、HMシリーズ」をお勧めします。

KS-3000A：600万円  HM-3000：400万円

でも、設備器の診断にこんな費用は掛けられない。

本当に正しい診断ができるの？（どこまで診断してくれるの？）

という貴方に、「高調波診断サービス」がオススメ！！
高調波診断サービスは、日本メカトロンの専門技術者がお伺いして、設備器の診断を行います。

【高調波診断サービスの内容と価格】

１．高調波診断サービスパック ６０万円

  ：診断器が予算の関係上、購入できない方にお勧め
  ＜サービス内容＞

  ・ 電気設備器を交流・直流、低圧／高圧／特高 問わず診断します。

  低圧設備器（～750V）であれば、 ２０台

  高圧設備器（750V～7000V） ７ 台 （低圧３台分を１台とします。）

  特高設備器（7000V～） ７ 台 （低圧３台分を１台とします。）

  ・ 設備器の運転状態、劣化度合いの報告書を作成

  ・ 設備器を止めずに活線状態、非接触で診断し、予知寿命などをお知らせ

２．高調波診断サービスパック ライト ３０万円

  ：高調波診断を試してみたい方にお勧め
  ＜サービス内容＞

  ・ 交流電気設備器のみを診断します。 低圧設備器  ８台まで

  ・ 設備器の運転状態、劣化度合いの報告書を作成

  ・ 設備器を止めずに活線状態、非接触で診断し、予知寿命などをお知らせ



＜ご注文の際の注意点＞

・ ご注文時に、「有償診断機器仕様フォ―ㇺ」に診断する機器をご記載ください。

・ 診断に伺う交通宿泊費は別途となります。（実費精算でお願いします。）

・ 初回の診断結果についての報告会は、必ずご購入ください。

高調波診断サービスパックの場合 ２０万円

高調波診断サービスパックライトの場合 １０万円

【診断報告書 交流設備器事例】

 ※ 交流設備器診断の場合は、モータ部、装置部、インバータ部の各項目の異常、劣化具合を診断します。

＜設備診断の流れイメージ＞

 

 


